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恩心可鍛鋳鉄の工業ほ明治43年6月日立製作所戸畑

工場忙於て我国での最初の製品を生み､その代表的製品

の一つである管継手の製造が創められたが､大正11年

に至り 手専門工場として大阪に日立製作所木津川工場

が設立され､爾 20有余年製造技術の向上に 進する

と共に販路の開拓にカを注ぎ､その優秀な品質を誇りつ

つ世界市場に活躍して た｡而し乍ら木津川工場は不幸

にも昭和2ぐ年6月戦災をうけ､閉鎖の已むなきに至つ

た｡そして昭和12年11月より木津川工場の分工場と

して発足していた日立製作所桑名工場は技術設備が継承

されていたので､終 後ほ桑名工場だけで管継手を製造

されることになった｡

日立色印鉄管継手ほ､戦後都市の復興､産業の再建に

大きな貢献をし､単に国内需要の大半を満たすだけでな

く最近は海外にも輸出されるようになり､次第に戦前の

貿易状態に復してきている｡更に管継手としては最初の

TIS 晶として､いち早く通産省の認定を得たが､戦前

は8印の単独占的であったこの工業も近頃でほ二流三流

メーカの指頭目ざましく競争が激化しようとしている｡

而も単に国内だけでなく国外にも競争があり､これに打

ち勝つにほ良い品質の製品を多量笹生産して原価を引下

げる以外に方法がなく､それが為には生産設備の機械化

による作業能率の増進と統計的品質管理による品質の向

上が必要で､現在設備の改造と品質の改善を進めその効

ノ果が大いに上っている｡
水年3月鋳造機械化設備一セットの完成を見､現在稼

動中であるので以下この機械化設備を中心とL､各生産

設備の概要を工 べる事にする｡

先づ地金はキュ∵-ポラによって溶湯とし､これを

第1図 日 印 鉄 継 事

Fig.1.8Gourd BrandMalleable Pipe Fittings

炉に受けて可鍛鋳鉄浴場として精錬する｡即ち当工場で

ほキュ←ポラと

る｡

気炉を併用する二重溶解法を行ってい

気炉から大坂鍋運搬車に溶湯を入れ､これほ軌道

によって 場に運ふ これを昇降装置によって注湯

用プラットホーム上に移され､更に 湯は申取鍋に分注

されモノレールによって懸垂輸送される｡一方鋳型造型

機によって造られた鋳型は鋳型輸送装置によって運ばれ

巾取鍋より 湯の鋳込みを受けた筏､機械的にエプロン

コンベヤ上に積み替えられiセーカに送られ､ここで自

動的に鋳物と砂とが分離され､鋳物はエプロンフィーダ

を経て白銑処理台に至る｡

砂ほセーカの網目を通ってベルl､コンベヤによりマグ

ネットセパレータを経､バケットエレベータによって､

自転するサンドビンに貯蔵される｡裏砂はサンドピンか

らスクレーパによって自動的に取出され高速回転のレビ

ビファイヤによって再生処理され､エレベータで揚げら

れ頭上コンベヤによって､各鋳

ンクに供給する｡

機の傍にある砂タ

ーー方肌砂は同一サンドビンから別のスクレーパによつ
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第2図 熔解工場 Fig.2.Melting Shop

て裏砂同様自動的に】振出され､回転鰍こて撰別された砂

に､新砂､粘土粉及び石炭粉が補給されて､次のエレベ

ータによってサンドミルに装入される｡ここで混練調砂

された後.サンドブレンダで十分エアレートして､微細

粒子として取出し､一旦堆積される｡この肌砂はベルト

コンペヤ､エレベータを経､砂送り用頭上コンベヤで運

ばれ砂タンクに収められる｡秒速り用頭上コンベヤは､

真砂､肌砂共通で両者を交互に送るようになっている｡

このようにして鋳物砂ほ絶えず循環し再生処理され操返

し使用される｡

以上ほ鋳造作業機賊化の概要であるが､従来の床作業

方式に比し､作業能率に於て飛鷲的増加を見ることが出

来た｡

白鉄鋳物ほ自銑処理台からバッテリーラックによって

清浄工場に運搬され､ショットブラストタンブラで砂を

落し清掃される｡清掃された白鉄鋳物ほ当工場独特のト

ンネル式焼鈍炉に装入され､ここで自銑 物の遊離セメ

ンタイト及び共析セメンタイトの黒鉛化が行われ､恩心

可鍛… としての特性が与えられる｡

鋳張り及び湯口ほ研削機により､又焼鈍時に生ずる歪

ほ歪取機によってそれぞれ除去され､更にねじ釘機によ

って正確なねじ加工を行い､最後に圧力故査機笹より漏

洩の有無が一箇一箇厳密に検査され､このようにして継

第4図 焼 鈍 工 場

Fig.4.Annealing Shop

第3図 鋳造工場 Fig.3.Casting Shop

手として完成される｡

隠一一方､この間各工程に従って鋳造機査､材質検査､

形状検査､ねじ検査､圧力検査等それぞれ厳重な検査の

門を通過したものが始めて優秀な8印継手として販売

されることになるのである｡

生産設備の磯城と併行して特定の品瞳に対する生産機

械の 自動化が行われ､鋳型造型機や､ねじ切

機'′こは新型の自動専門機が次々に

に寄与している｡

作され､生産に大い

次に当工場の品質管理の実施概況を ベてみる｡

当工場で品質管理に着手したのは約2年前である｡当

時数十枚の管理図が書かれていたが､その後次第に管理

図の枚数が増加し､本年3月から新しく制定された品質

管理規程により､原料､鋳造､機械､検査の各部門に亘

り現在数十項目について管理し､数百枚の管理国力

され､職制によって運営されている｡最近､統 的品質

管長斯こ対する関心と普及が急速に拡り､実施の効果も既

に願われている｡

多年の経験に基く技術と独特の工夫を加味した斬新な

磯†‡

質の

化設備は統計的品質管理と柏侠って､優秀均一な品

晶を多量に且安く市場に供給する事が出来､今や

当工場は日立傘下有数の量産工場として大きくクローズ

アップされている｡

98.-･･････一

第5図 検 査 工 場

Fig･5.Inspection Shop
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日立造船納(日産汽船)10,000ⅡP

舶用タービン仝膵接鋼板製減速歯車完成

Welded SteelPlate Reduction Gear for

lO,0001‡P Marin.e TurbirLe,Stlpplied to

ⅡitaclliSIlipbⅦilding Co.

昨年来世界海運界の大型タンカーの急速建造機運が高

まるに従い､大鳥カグービンの 作が要求されて来た｡

舶用タ←ビン減速装置ほタービン回転数約5,000r･p･n･

を推進軸(プロペラ)回転約95-110r･Ⅰ)tm･に減速す

る為拭速比大きく最も構造の複雑な2段減速となり､而

も約10,000～20,000HP の大局カを伝達しながら船齢

と共に約20～30年間の長い間絶対に故障の起らない信

頼度の高いものが要求されるので､振動音響強圧等菌車

としてほ最高級の技術を以て製作されねばならぬ｡

この事ほ大馬力の舶用タービンに於てほタービン太体

と同様特に意を用うべきである｡

従来の舶用タービンの主演連装置は､貌国では鋳鉄製

とするのが通例とされていたが少しでも軽重量の主機械

を製作し､貨物を余分に積載することが望ましいので､

主機の内､最も大重畳の滅連装置を鋼板製とすることが

我国に於ても試みられている｡日立製作所に於ては約2

年前に試作品を完成し､振動音響及び強度試験等の研究

を行い､貴重な資料を得今回我国で初めての10,000HP

■上･■l鋼板製減速歯車を完成した｡

鋼板製にすると鋳鉄の30-40%の霊堂軽減となるば

かりでなく､ 製のものに出る巣及び亀裂等の欠陥の

無い信頗直の高い機械となる事は衆知の通りである｡

将来舶用減速歯車は鋼板全熔接構造となる事は明らか

で､今回日立工場で第1回の製品を完成したことほ､こ

れに先鞭をつけたもので特輩に値する｡

第6国及び第7図は鋭意製作中のギヤーケース及びホ

ヰ←ルセンターである｡

中小型車用新型ハンドル

New TypeITandle for M:edillm aTld

Sma11Cars

ステアリングハンドルほ､近年多彩な形状及び色調の

ものが登場し､目立

によって毎年斬新な新

も優れた技術と設備と

晶を発表している｡

本年度ほ第8図で見られるように､日立製作所の誇る

ダガライト成型材料を使用し､従来のタイプから躍進し

たスマートな形状の中小型専用ハンドルを完成した｡そ

の構造ほリムとボスが別箇に成型されたセパレートタイ

プの堅牢なもので､充実した外観は極めて軽快な感じを

阜え好 を博している｡

10,000HPギ17ケースの熔接作

Wclding oflO,000HP Gear Case

10,000HPホヰー/レセンター

10,000HPWheelCenter

節8図

Fig.8.

中小型_車用新型ハ ン ド ル

New Style Handles for Middle

and SmallType Cars
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倍特長とするところほ下記の如くであって､広く推奨

出来るものである｡

1.ユリア､メラミこ/ ホルムアルデヒドの共編合

型樹脂の成型材料を使用している｡

2.一段ユリア系に往々に.して見受けられる経年変化

による亀裂の発生強度の劣化がない｡

3.堅牢､安蔓性に優れた着色剤の採用により態色の

現象がない｡

4.機械的強度は大きく第9図で見られるように150

kgの荷重までは永久歪の変化ほ殆ど見られず､240

kgの荷重を加えても変形するだけで芯金の破損す

ることがない｡

運転漁作が軽快である｡

警笛はブロい-イングリング､ホーンボタンのいづ

れでも出来る｡

取付及び組立が簡単である｡

色調ほ部品毎に自由に選択出来る｡

○

駐留軍による接収ピルの解除とともに､建設中の高層

ビルの完成によりエレベータの需要は激増したが､J特に

最近は高級エレベータの需要比率が倍加した｡本号所載

の｢高級エレべ←タの制御について｣及び｢エレベータ

用ウオームの歯形とウオーム歯車｣の2論文は､この研

究の成果であり､｢電弧炉の自動制御｣●｢精密溺整用多段

制御器｣も制御問題について検討した2篇である他軟鋼
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第9 図

Fig.9.
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中小型卓洞新型ハンドル強度曲線

StrengthCurves ofNewStylc

for Middle and SmallType

Cars

開係の話文など異色ある論文12編を揃えた｡

○

昨年相月5巨ほく眠された日立 作所前社長小平浪平

翁の1年票′を迎えた翁記念会でほ､特に関係深かった素

志に帽別論文として｢故小平前日立製作所社長の遺影及

び記録文嘗の永年保存について｣を寄稿された｡これほ

故人の得業を長く後世に伝えるのみならず､この貴重な

る研究言逓蓑は本誌によって永久に世界的に

て読者の御愛読を期待する-一文である｡

○

る文献とし

本社ほ日立評論､日立"HitacbiReviely‖ の三大冠

期雑記の他に､図言出版部を復活､工 技術研究への布

石とすべく近くお馴染深き小柴定雄博士著｢特殊鋼｣を

新Ⅲすることとした｡恒例の｢読書週間｣を迎えて燈火

親しむべき晩秋､承認同様御愛読頂きたい｡

(⊃

本号より大増刷を敢行愛読者へのサービスにつとめた

が､更らに印刷技術の向上を計り､内容の充 とともに
高級印刷の粋を発揮すべく､新設した専属印刷工場に本

誌を委嘱した｡技術的な御批判を顕う次第である｡

(寺沢 生)
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